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脳神経外蕩学の語葉集としての本冊子は，脳神経外科領域のの著名人達によっ
て編集されたものであ払米国，ベルギーラアルゼンチン，西独，スウェーデン，
オランダ，Jレー マニア， ボルトガソレ， フランスの計 9カ国からの委員により， 2 
年がかりで作られた。内容は，国際語としての英語による項巨をアルファベット 
}I震に並べ，それに対志する語を独語，西語， 仏語の}r震に併記している。 内容の一
に発表されたものからもとり入れら1966，12 1.0ClinicalN eurosurgery V 部は
れている。
本罷子の特徴は，今迄に暁確にされていなかった， あるいは多義的に用いられ
ていた言葉を統一しようとしたところにあると考える。しかし，“意識持の定義に
関して，“覚醒していて，自己の認識と外界に対する適切な反応をしうること押と
妥当なものになっているが，“意識障害， clouding of conscious state"に関し
て詰，“なお討議を要する押としている。おそらく意識葎害の分類 (Mayo clinic 
の分類， Glasgo coma scale，3-3-9度方式など多くのものが提唱されているが〉
に関して，意晃の一致をみなかったものと推演される c “意識持の定義を前述のよ
うにきめると，最良とされている Glasgowcoma scaleも部分的にしかあてはま
らなくなってしまうのは当然のことと考える。
用語，用法で統ーもしくは区別を明確にしたものとして head injuryを cra-
niocerebral injuryとし， open brain injury，open skull fractureの項目に分
けて， それぞれ脳実質，頭蓋骨が外界と交通したものと定義することにより， 
open head injuryや compoundskull tractureなどの荊語を避けて，分り易く
なっている。また hydrocephalusex vacuoの用語は四カ国語で技用しないこと
にし， neuromaは新生物には使用しないことで合意し， arachinitisは arachno-
iditisに統ーしている。しかし， post-traumatic neck syndromeとして occip-
ital or subocipital neuralgia or neuritis，tension headache，cervical tens-
ion syndrome，cervical myospasmを英語，西語で同義語として包含している
が，やや行過ぎという感が島る。一方，言語の違いによる用法の違いもあり， 
brain swelling (英)， Hirnschwel1ung (独〉と陪系統の用語に対し， 民意義の
樹容積増大を意味する語として edema(酉)， oedるme(イム〉が用いられている。
また concussionに対し，英語， 西語，仏語では種々の程度の神経脱落症状があ
りうるとするが，独語では神経説落症状のあるものは contusionとする。同様の
{項向として myelitisに対し，独語では contusion，haemorrhage，cord section 
などの現象は含まれないとしている。独語の特被として，精神活動に関する語に
対し，可逆性のものは Durchgangssyndrom(Wiek，1956)であるとし， Wese-
ns刊誌nderung辻これに含まれていない。例えば， dementia (この定義も稜味
であるが)， personality disorderに相当するもの詰，独語では部分的または完全
回復をするものではなく， 可逆性のものとは畿密に区別すべきものであるとして
いる。仏語の特徴としては，英語に相当する語がなく (syndrome subjectif po・ 
st-traumatique (仏)=post-trau臨 atic-，postconcussion-，cervical tension-syn-
drome (英〉など)他の項目を見るようにとの指示が多い。いずれにしても，産
か200項目余の語葉集で辻あるが，それぞ、れの国の長続に従った言語の意義を統ー
するのは大変な国難と努力を伴ったであろうと考える。(堀江武)
〔千葉室学， 57，140，1981J 
